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業務①カーボンニュートラルに資する
新たな革新的要素技術等に関する
調査・分析
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業務①-a:新規革新的要素技術等の
選定
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選定技術のサマリ (1/3)
技術ショートリストとして17個を選出

Source: BCG分析

Noセクタ 技術名称 技術概要
1暖房と冷房 次世代膜冷却・除湿統合システム

技術
膜分離・蒸発冷却・乾燥剤冷却を組み合わせて、従来の蒸気圧縮方式に代わる高効率な冷却・除湿を実現する技術。
温度と湿度を独立に制御し、潜熱と顕熱を最適に分離することが可能。主要な技術開発要素は高選択性メンブレンによる
水分分離、液体・固体乾燥剤を用いた蒸発冷却の統合、膜ヒートポンプによる顕熱・潜熱の分離制御等

2熱 高効率蓄熱・熱利用
(熱マネジメント) 技術

冷暖房・発電・CO₂回収を統合し、多様な蓄熱方式を組み合わせて効率的かつ柔軟なエネルギーマネジメントを実現する
技術。主な技術開発要素は相変化材料による潜熱蓄熱、吸着材を活用した化学ヒートポンプ型蓄熱、熱化学反応に
基づく長期高密度蓄熱、統合制御による最適運用等

3暖房と冷房 次世代ヒートポンプ・冷媒技術
(音響型ヒートポンプ等)

炭化水素冷媒を用いた高効率熱交換型ヒートポンプや、音響圧力波で加熱・冷却を行う熱音響ヒートポンプ等、低環境
負荷かつ広温度域での運転を可能にする技術。主な技術開発要素は自然冷媒による高効率熱伝達、音響発生器・共振
器・熱交換器を活用した冷媒レス熱駆動、深冷から高温域まで対応可能な熱制御システム等。ここでは、主に革新的技術
（冷媒レス・圧縮機レス）に着目する。

4暖房と冷房 無冷媒・非蒸気圧縮(磁場・電場・
応力・圧力)の次世代冷却技術

磁場・電場・応力・圧力といった外部刺激により材料の相転移を利用して熱を吸収・放出し、蒸気圧縮に代わる高効率で
冷媒不要の冷却を実現する技術。主な技術開発要素はマグネトカロリック効果、エレクトロカロリック効果、エラストカロリック
効果、バロカトリック効果を活用したマルチカロリック冷却材料と、その高耐久・高効率化デバイスの開発等

5横断産業 先進電気加熱・産業高温プロセス
電化技術

プラズマ(トーチ／アーク)・抵抗加熱/マイクロ波／RF誘電加熱や回転式圧縮ヒーター等、セメントキルンや金属加工等の高
温工程を化石燃料から電気へ置換する統合技術。主な要素開発は高温電熱デバイスと高周波源の高効率化、電力変
換・制御による安定運転と均一加熱、1700℃級対応材料・耐久設計、プロセス統合(計測・EMC対策・安全設計)と適用
最適化等

6横断産業 金属資源リサイクルの低コスト化
技術

磁気分離・X線透過選別・回転成形によるスクラップ削減、ロボットと人間の協働による解体効率化、高圧ウォータージェット
や凍結粉砕による素材分離、超臨界CO₂や次世代浸出溶媒による金属回収を統合し、資源循環効率を高める技術。
主な技術開発要素は高度分離・選別プロセス、AIと人の協働による柔軟な解体システム、スクラップ削減型加工技術等
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選定技術のサマリ (2/3)
技術ショートリストとして17個を選出

Source: BCG分析

Noセクタ 技術名称 技術概要
7E-waste

リサイクル
電池の直接リサイクル技術 廃電池からカソード材料を抽出し、再石灰化によって再活性化し新たな電池に再利用することで、従来の乾式・湿式冶金で

失われる価値を保持する技術。主な技術開発要素はカソード組成に応じた再生プロセス設計、単一電極アクセスを可能に
する解体・分離技術、寿命末期電池への適用手法の確立等

8パルプと紙 紙パのリグニンのバイオリファイナリ―
活用技術

木材パルプからリグニンを効率的に分離し、化学品やバイオ燃料として活用することを可能にし、深部共晶溶媒を用いることで
低温・常圧条件下でのパルプ化と大幅なエネルギー削減を実現する技術。主な技術開発要素は高リグニン溶解度を有する
溶媒設計、セルロース・ヘミセルロースとの高選択分離、溶媒リサイクルによる持続可能なパルプ工程の構築等

9パルプと紙 革新的紙パルプ乾燥・脱水技術 繊維精練の低損傷化や革新的な機械脱水、超臨界CO₂乾燥や蒸気環境乾燥、電気浸透による無蒸発水除去等、乾
燥工程のエネルギー削減と繊維品質の維持を両立する技術。主な技術開発要素は圧縮精練によるエネルギー効率化、革
新的脱水方式の導入、蒸気・CO₂・電気力を用いた新規乾燥技術等

10道路交通 次世代・低コスト蓄電池の要素技術リチウム空気電池やリチウム硫黄電池に代表される超高エネルギー密度型、マンガンリッチ正極やシリコン負極による既存
リチウムイオンの改良型、マグネシウム・カルシウム・アルミニウム多価イオン電池やカリウムイオン電池のような資源多様化型、
さらにグリッド用途に有望な酸化亜鉛電池などを含む広範な技術群。主な技術開発要素は高エネルギー密度化、安価で
豊富な材料利用、固体電解質や水系電解質による安全性向上等

11CO2回収・輸送 CO2大規模サプライチェーン構築
技術(超臨界CO₂発電技術）

液体DAC、金属酸化物を用いた化学ループによる高効率回収、超臨界CO₂サイクルによる高効率発電と回収の統合、
さらに船舶による柔軟な長距離CO₂輸送を組み合わせ、脱炭素社会に必要なCO₂の回収・輸送・貯留・利用を包括的に
実現する技術。主な技術開発要素は超臨界CO₂タービンによる発電効率向上、水消費削減、CO₂液化・海上輸送インフラ
の最適化等

12電源 次世代グリーン水素製造の低コスト
化技術(洋上でグリーン水素)

洋上風力発電の電力を用いて海上で直接水電解を行い、製造した水素をパイプラインで陸上に輸送することで、送電
ケーブルに比べ低コストかつ高信頼性の水素供給を実現する技術。主な技術開発要素は海水淡水化と電解槽の統合、
石油・ガスプラットフォームや人工島を活用した水素製造拠点化技術
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選定技術のサマリ (3/3)
技術ショートリストとして17個を選出

Source: BCG分析

Noセクタ 技術名称 技術概要
13電源 圧縮CO2発電 電力を用いてCO₂を液化・加圧容器に貯蔵し、放電時に気化・膨張させてタービンを駆動することで発電する技術。主な

技術開発要素はCO₂の臨界特性を利用した高密度貯蔵、液化・気化サイクルの高効率化等

14電源 海洋エネルギー発電技術 波力・潮流・海洋循環流・海洋温度差発電 (OTEC) や塩分濃度差発電 (ブルーエナジー) に加え、国際水域での大規模
洋上再エネ利用を組み合わせ、島嶼・沿岸から国際電力連携までをカバーする技術群。主な技術開発要素は耐久性・
低コスト化の実現、高性能膜や熱交換器の開発、国際的電力輸送インフラとの統合等

15バイオ燃料 藻類を原料とするバイオ燃料製造
技術

微細藻類やマクロ藻類を原料に、嫌気性消化によるバイオガス生産、水熱液化によるドロップイン型バイオディーゼル生成、
脂質抽出後のハイドロトリートメントやエステル交換による再生可能ディーゼル製造を実現する技術。主な技術開発要素は
高脂質含有藻類の効率的培養と収穫、湿潤バイオマス処理に適した水熱液化プロセス、脂質抽出と触媒反応の最適化
等

16水素 水素・アンモニアクラッキング技術 アンモニアを分解して高純度水素を得るアンモニアクラッキングと、液体有機水素キャリア (LOHC) を用いた水素の化学的
貯蔵・放出等の技術。主な技術開発要素は低温・低コスト触媒による高効率アンモニア分解と水素精製、低温脱水素を
可能にする改良触媒、エネルギーロス削減と水素回収率向上等

17電源 次世代太陽光 (OPV) の要素技術 有機半導体や色素を光吸収層に用いることで低コスト製造と軽量・柔軟性を実現し、建材やウェアラブルなど多様な用途
展開が期待される次世代太陽光技術。主な技術開発要素は高効率有機材料の設計、安定性・耐久性の向上、大面積
薄膜成膜プロセスの確立等
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革新的要素技術等のインパクト・社会実装障壁のサマリ(1/3)
Noセクタ 技術名称 技術開発要素例 開発実施背景・得られる効果（インパクト） 社会実装に向けた障壁

1暖房と冷
房

次世代膜冷却・除
湿統合システム技
術

水蒸気選択透過膜、
デシカント液、
冷却モジュール

水蒸気選択透過膜・冷却モジュール・デシカント液を組み合わせ、空調
時の除湿・冷却を同時に行う高効率ノンフロン空調。従来比で消費熱
エネルギーを19%削減し、建築物・データセンター等の空調省エネ・脱フロ
ン化を推進。

膜・液・熱交換を一体で扱える国内企業が少
なく、サプライチェーンが分断。
ノンフロン基準・安全評価制度が未整備で、長
期耐久データも不足

2熱 高効率蓄熱・熱利
用
(熱マネジメント) 

技術

潜熱蓄熱材、
熱化学蓄熱、
吸着式蓄熱システム

吸着・蓄熱・放熱を統合した高効率熱エネルギーマネジメントにより、排
熱を再利用。
産業・建築分野で熱利用効率の向上・燃料使用量削減を実現。
長期的には200℃以上の中高温域の廃熱も対象に拡張可能。

排熱利用に関する制度・排熱率評価指標が
未整備。
初期CAPEX負担が重く、補助・税制優遇の拡
充が必要。

3暖房と
冷房

次世代ヒートポン
プ・冷媒技術

音響ヒートポンプ、
磁気・圧電冷媒レス制御

音響・磁気・圧電等を利用した無冷媒ヒートポンプにより、熱の電化・フ
ロンレス化を推進。従来の蒸気圧縮式に比べGHG排出42.8MtCO₂削
減ポテンシャルを有し、機械構造を簡素化しメンテナンス性も向上。

音波・振動を用いる機器の評価基準・騒音基
準が未整備。高温域での出力安定・寿命評価
が未確立で量産化に遅れ。

4暖房と
冷房

無冷媒・非蒸気圧
縮の次世代冷却
技術

磁気・弾性・圧力・電気カ
ロリック材料

磁場・電場・圧力など外場を利用して冷却を行う「固体カロリック冷却」。
従来方式比で20～47%の省エネとフロン排出ゼロを両立。データセン
ター・精密冷却・水素液化などへの応用も可能。

評価制度が蒸気圧縮前提で未対応。高圧・
磁場安全基準・構造規格の制定が必要。

5横断産業 先進電気加熱・産
業高温プロセス電
化技術

プラズマ加熱、
誘導加熱、
抵抗加熱

鉄鋼・セメント・化学等、産業熱起源CO2の約半分を占める高温工程
を電化。プラズマ・マイクロ波加熱で最大1500℃を達成し燃料起源CO2

を25～50%削減。再エネPPA・地域熱電化との親和性が高く、GX産業
移行の中核技術。

初期CAPEX負担が大きく、送電容量や安定稼
働への懸念が導入を阻害。高温設備の安全
基準や許認可整備が遅れ。

6横断産業 金属資源リサイク
ルの低コスト化
技術

磁気分離、
凍結粉砕、
AI解体・選別、
超臨界CO₂抽出

磁気分離・焼結・AI選別を組み合わせ、廃棄物から有価金属を低温・
低薬剤条件で回収。CO2排出60～70%削減と同時に再生金属の高
純度化を実現し、国内資源循環・レアメタル自立率向上に貢献。

技術は成熟しつつも、製品設計・回収制度との
連携が弱く、拡大生産者責任制度の対象外。
実証・標準化・法的位置づけが未整備で市場
化遅延。

Source: BCG分析
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革新的要素技術等のインパクト・社会実装障壁のサマリ(2/3)
Noセクタ 技術名称 技術開発要素例 開発実施背景・得られる効果（インパクト） 社会実装に向けた障壁

7 E-wasteリ
サイクル

電池の直接リサイ
クル技術

可逆バインダー電極、再リ
チウム化、
マイクロ波分解

電池リサイクルで生じる焼却・溶媒工程を省き、GHG排出を最大70%削
減可能。使用済み電池から電極構造を保持したまま再利用することで、
資源輸入依存を抑制し、国内循環を強化。Li, Ni, Coなど重要鉱物の
消費削減に寄与。

再生材の法的位置づけ（製品/廃棄物）が
不明確で国際取引が制約。国内制度が湿式
精錬前提で、直接再生プロセスの補助・認証
が未整備。

8パルプと紙 紙パルプのリグニ
ン・バイオリファイナ
リー活用技術

イオン液体法、
オルガノソルブ法、
深共晶溶媒法

木材由来リグニンを抽出し、バイオ燃料・高機能素材化。製紙産業を
地域バイオマス拠点へ転換。リグニン由来のSAFは化石ジェット燃料比で
CO2排出▲70～80%。既存パルプ設備・副生成物流を活用できるため
実装性も高い。

抽出溶媒の回収・安全性認証にコスト負担。
リグニン品質規格・SAF認証制度が国際的に未
統一。投資規模に対して燃料価格差が大きく
採算が不透明。

9パルプと紙 革新的紙パルプ乾
燥・脱水技術

可逆バインダー電極、再リ
チウム化、
マイクロ波分解

紙パ製造工程のエネルギーの約70%を占める乾燥熱を電化・高効率化。
黒液ボイラー依存を減らし、燃料起源CO₂を大幅削減（▲8～
10MtCO₂/年規模）。乾燥電化により黒液を化学原料化でき、紙産
業→バイオリファイナリー化の基盤を形成。

設備改修コストと品質リスクが高く、中間TRL帯
（5～7）の資金支援制度が脆弱。乾燥技術
は省エネ/電化/脱炭素の複合領域で、制度
上の支援区分が曖昧。

10道路交通 次世代・低コスト
蓄電池の要素技
術

Li-S, 

Zn-air, 

Na-ion, 

全固体電池

LiBを超える高エネルギー密度（400～500Wh/kg）を目指す次世代
電池。Li-S, Zn, Naなど多様な化学系により資源多様化・供給安定性
を確保。電動車・航空機向け軽量化・コスト低減（▲30%）に寄与。

日本は安全・高密度化では先進だが量産遅れ。
EU・中国は資源代替・製造規模で先行。政策
面では量産インフラ投資支援・標準化の不足が
課題。

11 CO2回
収・輸送

CO2大規模サプラ
イチェーン構築技
術

再圧縮タービン、
超臨界CO₂熱交換器、
燃焼制御系

CCS回収CO2を「再利用・蓄電」に活用する新チェーン。
超臨界CO₂サイクル発電と統合し、脱炭素型火力・蓄電・地域CO2循
環を可能に。Hard-to-Abate産業のCO₂削減コストを削減し、エネル
ギー安定供給と両立。

CO2輸送・貯留の法制度が未整備。蓄電・再
利用分野ではCCUS法の対象外で補助・税制
の適用が限定的。設備安全認証の国際整合
も遅れ。

12電源・水
素

次世代グリーン水
素製造の低コスト
化技術

耐塩PEM電解槽、
水素配管、
海洋構造基礎

洋上風力と水電解を直結し、塩害耐性電解槽＋海底パイプライン輸
送により、国産グリーン水素供給コストを低減（▲30～40%）。電解槽
立地制約を解消し、再エネ由来水素の地産地消・港湾供給網を実現。

洋上実証が初期段階でCAPEX大。塩害対応・
海底パイプラインの規格・安全基準が未整備。
電解設備・輸送設備の制度分断が課題。

Source: BCG分析
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革新的要素技術等のインパクト・社会実装障壁のサマリ(3/3)
Noセクタ 技術名称 技術開発要素例 開発実施背景・得られる効果（インパクト） 社会実装に向けた障壁
13電源 圧縮CO2発電 再圧縮ブレイトンサイクル、

超臨界熱交換器、
タービン／燃焼器統合制
御

高密度・小型タービンで蒸気サイクル比の高効率化と冷却水需要の大
幅低減を同時に達成。再エネ熱・産業排熱・ゼロエミ火力まで適用領
域が広く、分散型高効率電源として系統の柔軟性向上にも寄与。CO2

循環（回収→発電→再循環）と組み合わせ、CO₂利用型の国内サプ
ライチェーン創出。

長時間連続運転の高温・高圧部材の耐久性
データ不足。安全基準・設計標準が未整備で
認証に時間。ゼロエミ電源スキーム等需要側制
度への接続が未確立。

14電源 海洋エネルギー
発電技術

海洋温度差対応熱交換、
潮流タービン、
耐腐食・生物付着対策

安定的な海域ポテンシャルを活かし国産ベースロードの一部を補完。
洋上風力・港湾インフラと共用し、島嶼・沿岸の系統混雑回避・レジリエ
ンス強化に貢献。資機材・運用の国内産業化（造船・海洋構造物・
保守）を牽引。

発電コスト高と海域占用・環境影響評価の許
認可が長期化。台風・塩害対応の信頼性実
証、長期O&Mの標準化と保険制度整備が不
足。

15バイオ
燃料

藻類を原料とする
バイオ燃料製造技
術

高脂質藻株育種、
連続培養・収穫、
湿潤前処理・脂質抽出、
残渣の素材化

脂質高含有株・CO2固定能を活かし、SAF等ドロップイン燃料として航
空・海運の脱炭素を後押し。排熱・CO2・下水等を統合した地域カス
ケード利用で、エネルギー＋水処理＋資源循環の複合価値を創出。非
可食・陸上制約が小さく食料と非競合。

培養コストと収率のブレが大きく、量産化での
CAPEX/OPEXが高止まり。SAF認証・品質規格
の調和、CO2・排熱の低コスト供給契約が未整
備。

16水素 水素・アンモニア
クラッキング技術

低温・高選択触媒、
膜分離併用、
熱統合プロセス

水素キャリア（NH₃）からオンサイトで高純度H2を供給し、輸送・貯蔵
の柔軟性を確保。既設燃焼機器・燃料電池・産業熱への適用で、輸
入キャリアの多様化と供給安定を実現。将来は水素パイプライン普及前
の橋渡しとして有効。

触媒の耐硫・耐毒性／寿命、起動停止応答
の課題。副生成物（N2/未反応NH₃等）の
安全・環境規制、オンサイト設備の保安・許認
可が未整備。

17電源 次世代太陽光
（OPV等）の
要素技術

高効率有機薄膜、
バリア膜、
ロールtoロール印刷

軽量・フレキシブルで建材・衣料・インフラ面への大面積実装が容易。
低照度下でも発電し、都市分散電源×省施工でBIPV/IoT電源に波
及。国内材料・印刷プロセスの新サプライチェーン形成が期待。

耐久・耐候性（湿熱）と長期信頼性の規格
整備が途上。出力・寿命のばらつきが大きく、
BIPVの建築基準・保安への適合やリサイクル設
計が未整備。

Source: BCG分析
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業務①-b/c:革新的要素技術等の
インパクト評価・社会実装検証
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業務①-d:技術レベルマップ
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短期

エネルギーをつくる モノをつくる
すてる

原燃料 発電 素材
つかう

最終製品

Source: BCG分析

次世代
ヒートポンプ・
冷媒技術

熱の電化により熱向け燃料需
要の減少の可能性

ヒートポンプニーズの高まりによ
り電力消費量は増加
特に分散小型電源との抱き合
わせによる地産地消モデルが
進展

冷媒レスの次世代ヒートポンプ導入でGHG削減(フロンの処理コ
ストの削減)と熱の脱炭素をの両立が可能なことから熱の電化が
促進

冷媒レスになることでフロン回
収が不要となり、サプライチェー
ンの簡素化が可能

3

CO2大規模
サプライ
チェーン
構築技術

CCSチェーンや火力発電から所
内回収したCO2を発電所で活
用するためのCO2貯蔵ニーズの
高まり

CCS火力のCO2分離回収コス
トの低減等により、CCS火力
ニーズが高まり、また他電源と
のカニバリゼーションの可能性

工程から排出されるCO2を発
電所内へ貯蔵するチェーンを
構築する可能性
超臨界圧に耐えれる燃焼器、
タービンの素材・部品開発

特になし CCSチェーンで回収したCO2を
国内外へ貯蔵するチェーン以
外に、国内発電所へ循環させ
るチェーンの必要性

11

次世代太陽光
(OPV) の
要素技術

原燃料製造に使用する安価・
大量再エネの供給を盤石化
• 特にクラッキングや国産グ
リーン水素製造に必要な
電解向け

太陽光導入を後押しの一方
で他再エネとのカニバリゼーショ
ンの可能性と調整力ニーズが
増加する可能性

化学業界における、有機薄膜
材料のニーズの増加
ロールToロール等生産効率向
上に資する製造装置の開発
ニーズの増加

設置アプリケーションが多様化
することで最終製品と一体化さ
れた製品開発や設置工法開
発のニーズが増加

アプリケーション別に異なるリサ
イクルサプライチェーンからの素
材回収方法の確立。有機薄
膜素材回収に向けた解体・分
別の精緻化の必要性

圧縮CO2 

発電

CCSチェーンから回収したCO2

を圧縮CO2発電(蓄電)で活用
するためのチェーン構築や、
CO2の地産地消チェーンの構
築の必要性

余剰再エネの蓄電・熱転換が
可能となり、分散・地産地消
再エネ導入を後押し

工程から排出されるCO2を所
内設備にて蓄電・熱変換し活
用する可能性
安全にCO2を貯蔵できる設備
素材の開発

小型・標準化された発電設備
の生産・設計ニーズの高まり

CCSチェーンで回収したCO2を
国内外へ貯蔵するチェーン以
外に、地域内の圧縮CO2発電
機へ循環させるチェーンの必要
性

13

17

革新的技術が与えるサプライチェーンへのインパクト (短期)
CO2サプライチェーン構築の中の超臨界CO2サイクルや圧縮CO2発電の導入によりCCSの社会実装の拡大と、CO2を活用したエネルギー
地産地消モデルが加速する可能性

革新的技術名 サプライチェーンへのインパクト
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中期

エネルギーをつくる モノをつくる
すてるつかう

Source: BCG分析

原燃料 発電 素材 最終製品

高温熱の電化により合成燃料
や水素アンモニア需要が減少
の可能性

高温熱の電化により電力需要
が増加。工場の稼働の安定
性や電力需要量の大きさなど
から変動再エネではなく他電源
が主となる可能性

工程内の熱の電化は可能だが、
同時に製造工程の刷新が必
要。また当該装置に使用する
プラズマガスやタングステンなど
の素材ニーズが増加

特になし
(自動車などの高低ではすでに
プラズマアーク等電化が進展)

特になし先進電気加
熱・産業高温
プロセス電化技
術

5

特になし 蓄電池のリサイクルコスト低下
で、系統安定化用途の蓄電
池普及促進の可能性

レアメタル、希少金属の新規
採掘依存が減少し、素材価
格が安定化し、国内調達率
向上へ寄与

バッテリー材料の安定供給と価
格の安定化により、製造コスト
低下し、適用アプリケーションが
拡大の可能性

分解の高度化が必要も、元素
や材料を再精製する工程を省
くことで、高い効率、低コスト、
低エネルギー消費でリサイクル
を行うことが可能

電池の直接リ
サイクル技術

7

紙パでは黒液(リグニン)をエネルギーとして使用していたが、その
原料活用に際し、その分のエネルギー需要が増す可能性
• 木材チップのバージン原料ルートの比率が下がり、古紙
ルートの比率が上がれば、黒液量も減のためインパクト大

化学のカーボンニュートラル原
料の多様化に寄与すると同時
に、製造工程の運転方法など
の見直しが必要

最終製品の化学部品の原
料・素材の国産比率向上によ
り供給レジリエンス向上

紙パ由来のため、カーボン
ニュートラル素材であることから、
リサイクル圧力が低く処理が簡
便

紙パのリグニン
のバイオリファイ
ナリ―
活用技術

8

無冷媒・非蒸
気圧縮の次世
代冷却技術

磁気冷却は液体水素化の温
度に対応可能

冷媒を圧縮するヒートポンプに
対し本技術は外場印加によっ
て直接熱を生成するので電力
消費あたりの熱発生効率は向
上

磁力等をかけ熱を発生させる
作動媒体の素材は主にレアメ
タルのため需要は増加
一方で当該素材の供給安定
性に課題

冷媒レス・高COPで小型・急
速な冷却が可能
• 例：バッテリーの発熱時
に冷却が可能で性能の
大幅な向上に寄与

脱フロンが可能。よってリサイク
ル工程の簡便化が可能
またレアメタルの回収プロセス・
サプライチェーンの構築が必要

4

革新的技術が与えるサプライチェーンへのインパクト (中期) (1/2)
無冷媒・非蒸気圧縮冷却の実装にむけてはレアメタルの確保が重要
紙パがバイオリファイナリー原料を供給することで化学セクタの原料の多様化が可能

革新的技術名 サプライチェーンへのインパクト
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中期

エネルギーをつくる モノをつくる
すてる

原燃料 発電 素材
つかう

最終製品

Source: BCG分析

主に臨海部に設置される原燃
料製造工場に対して、主に託
送コストを削減した安価な海
洋再エネ電力の提供が可能

ベース電源になりえる再エネ電
源の確保
再エネ導入を後押しの一方で
電源種別でのカニバリゼーショ
ンの可能性

主にに臨海部に設置される製造工場に対して、主に託送コスト
を削減した安価な海洋再エネ電力の提供が可能
洋上風力と同様に、素材・構造物・港湾・船舶産業の活性化
や産業集積に寄与

特になし海洋エネルギー
発電技術

14

クラッキングや脱水素の低コス
ト化により輸入品の増加や、
水素・アンモニア・合成燃料の
普及が進展する可能性

クラッキングや脱水素の低コス
ト化により水素アンモニア発電
の低コスト化と他電源への優
位性が向上

ATR等で用いられるクラッキング
や脱水素の触媒開発が加速
水素の低コスト化により電化で
はなく水素での脱炭素化を後
押し

水素の低コスト化により電化で
はなく水素での脱炭素化を後
押し

PtやNiなどの貴金属等の触媒
を活用することから、分解・回
収の精度向上が必要

水素・アンモニ
アクラッキング技
術

16

国産グリーン水素量が増加の
ため、輸入水素・アンモニア量
が減少、またクラッキングニーズ
が減少している可能性

洋上風力が他再エネに比較し
普及する可能性
洋上風力x海上電解は地産
地消モデルと親和性が高く分
散型洋上風力ニーズの高まり

海底水素パイプライン等の素
材開発が必要
臨海部の水素需要家はパイプ
ラインで直接水素供給を受け
ることが可能

地方や離島などでは海上で電
解した水素の活用として、モビ
リティのひとつである船の水素
化が進む可能性

特になし次世代グリーン
水素製造の低
コスト化技術

12

革新的技術が与えるサプライチェーンへのインパクト (中期) (2/2)
海洋再エネの導入により調整力の増強が不要なベースロード再エネの確保が可能
水素アンモニアクラッキングの低コスト化により水素の社会実装加速の可能性

革新的技術名 サプライチェーンへのインパクト







47 C
o
p
y
ri

g
h
t 

©
 2

0
2
6
 b

y
 B

o
st

o
n
 C

o
n
su

lt
in

g
 G

ro
u
p
. 

A
ll
 r

ig
h
ts

 r
e
se

rv
e
d
.

エネルギーをつくる モノをつくる
すてる

原燃料 発電 素材
つかう

最終製品

長期

デシカント液の再生に必要な
熱は、排熱活用が可能のため、
燃料需要が減少の可能性

冷却モジュールの活用により、
冷却効率化が可能で、省エ
ネ・電力需要量減の可能性

デシカント液や透過膜等のHP

の性能を左右する新化学製
品の製造

空調・冷却に関わる各産業
(データセンター、住宅、商業施
設等)にて省エネルギー化・
GHG削減・運用安定化が可
能

脱フロンが可能。よってリサイク
ル工程の簡便化が可能になり、
腐食性等でデシカント液の環
境負荷が高く再精製・リサイク
ルの需要が中長期的に発生

次世代膜冷
却・除湿統合
システム技術

1

高効率蓄熱・
熱利用
(熱マネジメン
ト) 技術

600度等ヒートポンプで対応で
きなかった高温熱を長期蓄熱
可能のため燃料需要が減少の
可能性

200℃以下のヒートポンプ対応
可能な熱も長期蓄熱が可能
のため電気→熱への転換によ
る電気需要が減少する可能
性

吸着材(ゼオライト等)や吸収
材(LiBr水溶液等)の需要増
工程での排熱回収や蓄熱の
仕組み導入により省エネが可
能

工程での排熱回収や蓄熱の
仕組み導入により省エネが可
能

特になし2

Source: BCG分析

革新的紙パル
プ乾燥・脱水
技術

紙パ工程の省エネ化により使
用合成燃料量が減少の可能
性

従来のボイラー依存型乾燥か
ら電気駆動へシフトし、電力消
費量が増加の可能性
自家発・ボイラー使用減により
系統電力需要増の可能性

黒液や熱の回収率が向上し、
バイオマス燃料・薬品回収プロ
セスの効率が改善することでパ
ルプ副生成物の再利用率上
昇

特になし 乾燥時の繊維劣化・結合破
壊が少ないため、リサイクル時
のパルプ繊維強度が維持され、
再利用回数が増える

9

金属リサイクルの省エネ化によ
り使用合成燃料量が減少の
可能性

金属リサイクルの省エネ化によ
り使用電力量が減少の可能
性

部品ごと・素材ごとでの分別が
可能になることでリサイクル素
材が増加しバージン素材需要
量が減少の可能性

部品ごと・素材ごとでの分別が
可能になることで素材に戻すこ
となく部材to部材への再利用
が増える可能性

省工化に低コスト化が可能
現状は素材価値での取引が
主流だが、部材単位でのリサイ
クルが可能になれば付加価値
が向上する可能性

金属資源リサ
イクルの低コス
ト化技術

6

革新的技術が与えるサプライチェーンへのインパクト (長期) (1/2)
デシカント液による冷却システムの構築により冷熱コストの低下・省エネ・脱フロンが可能
高温排熱の蓄熱技術でHP向け電力需要の削減や高温熱向け燃料需要の削減が可能

革新的技術名 サプライチェーンへのインパクト
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エネルギーをつくる モノをつくる
すてる

原燃料 発電 素材
つかう

最終製品

長期

次世代・低コス
ト蓄電池の要
素技術

蓄電池の低コスト化により電
化が進展し燃料ニーズが減少
する可能性

定置蓄電池の低コスト化によ
り再エネ・系統併設ニーズの増
加と再エネ導入を後押しの可
能性

Mg、Ca、Zn、Al、Siなど汎用
金属資源の需要が増。またセ
パレータ・固体電解質・多孔
炭素材など、高機能材料産
業への波及効果が大

ピークカットなどの省エネ・電力
コスト削減用途に加えBCP用
途でも蓄電池活用が進む可
能性

レアメタルレスになることでリサイ
クル工程の簡便化が可能
(Al、Zn、Ca系は電解リサイク
ル・湿式処理が容易等)

10

Source: BCG分析

藻類を原料と
するバイオ燃料
製造技術

藻類製造の低コスト化によりバ
イオ燃料の原料の多様化と低
コスト化が可能
合成燃料と比較し低コストとな
る可能性

モビリティがバイオ燃料の使用
へ転換し、電力需要が減少す
る可能性

従属栄養培養に向けた糖類
等の開発の可能性
安価大量な藻類の燃料以外
の活用の可能性

藻類のバイオ燃料の活用にむ
けディーゼル車普及の可能性
• ガソリン車にはトウモロコ
シ・サトウキビ由来のエタ
ノールか合成燃料が適応

藻類由来のため、カーボン
ニュートラルな素材であることか
ら、リサイクル圧力が低く、処理
が容易

15

革新的技術が与えるサプライチェーンへのインパクト (長期) (2/2)
デシカント液による冷却システムの構築により冷熱コストの低下・省エネ・脱フロンが可能
高温排熱の蓄熱技術でHP向け電力需要の削減や高温熱向け燃料需要の削減が可能

革新的技術名 サプライチェーンへのインパクト
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業務②EBPM における国際競争力判定
に必要となる特許調査
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業務②-c/d:特許保有状況分析及び
国際特許ポジション評価
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業務②-d:日本の国際競争力分析
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業務②-b:特許検索条件
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特許検索条件の整理
検索期間は日進月歩なGX最新特許を網羅するために2004~25年 (22年間) とする
2021~25年出願分は全件対象とし、2004~20年分は被引用数が1件以上のものに限る

検索期間

対象特許
選定

2004~2025年の22年間とする
• 特許有効期間(出願より20年間)を加味し検索期間を20年と設定
• 申請~登録迄平均的1.5年かかることから2006~25年とする場合、18.5年分の特許のみが対象と
なる可能性

• 申請期間も期間の約2年間を特許の有効期間20年間に含み22年間とすることで日進月歩のGX

技術を網羅

直近5年間分は全件対象、それより古いものは被引用数1件以上を足切りとして対象を絞
る
• 2021~25年申請分は被引用数が少ないことから足切りが難しく全件を分析対象へ
• それ以前は被引用数も一定あることから、過去の閾値を引き継ぐ形で被引用数1件以上を分析
対象へ

Source: BCG分析














